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令和５年度事業報告 

１．パーク＆ライド 

（１）実績 

実施箇所 本  庁 川内支所 南  方 横河原 合計 

令和５年度 ５３台 １４台 １８４台 １０台 ２６１台 

  ※参考 

令和４年度 ４４台 ２２台 ２２１台  ２８７台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．モビリティ・マネジメントの推進 

（１）実施内容 

   東温市への転入者を対象に、転入者の意識を公共交通へ向け、公共交通の利用促進を図るため、市民

課窓口において、最寄り駅・最寄りバス停などを案内できるリーフレットを配布した。 

（２）実施状況 

   仕様刷新 3月上旬以降、全世帯への配布が可能となった。 

   ※令和 4年度実績 12世帯 

   （希望者のみ後日作成、送付。） 
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３．各種体験教室の実施 

（１）スマホ体験教室 

①実施内容 

    スマートフォンが普及した昨今において、初心者を対象に、より手軽に公共交通を利用したお出か

けを楽しんでいただけるよう、スマートフォンを用いた目的地への行程検索等の講座を実施。 

カリキュラム例 

グーグルマップの使い方、グーグルマップでの目的経路検索方法 

公共交通経路検索方法、スマホバスロケの使い方 

 

②実施状況 

    令和５年度は、計２回実施し、延べ 28名にご参加いただいた。 

    参加人数 

開催日 実施主体 場  所 対象者 
参加 

人数 

令和 5年 7月 11日 愛媛 CATV 中央公民館 初心者 20名 

令和 5年 9月 12日 愛媛 CATV 川内公民館 初心者 8名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）親子バス体験教室 

 

①実施内容 

   公共交通の利用促進を目的に、伊予鉄バス(株)と連携し、路線バス体験教室を開催した。令和5年度

5 月実施の 1 回目は令和 4 年度同様に事前申し込みとし、体験者の入れ替えごとにアルコール消毒を行

い、感染対策の上開催した。12月実施の 2回目は、事前申し込み不要として通常開催した。 

 

②実施状況 

開催日 実施内容・場所 対象者 参加人数 

令和 5年 5月 18日 
路線バス体験教室 

（あおぞら広場） 

親子 

（3歳以下の子ども） 
17名 

令和 5年 12月 7日 
路線バス体験教室 

（あおぞら広場） 

親子 

（3歳以下の子ども） 
11名 
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（３）小学生向け体験教室 

 北吉井小学校の 5 年生を対象に体験教室を実施した。1 日目の環境学習では、自家用車、公共交通の環境

への影響を学ぶ地球温暖化対策についての講義やICい～カードを使用した乗降体験を行った。2日目の体験

学習では、実際に ICい～カードを利用して目的地の松山市考古館まで電車、バスの乗り継ぎ体験を行った。 

 

  

開催日 実施内容 対象者 参加人数 

令和 6年 2月 22日 
環境学習 

（実施場所：北吉井小学校体育館） 
北吉井小学校5年生 91名 

令和 6年 2月 28日 
体験学習 

（目的地：松山市考古館） 
北吉井小学校5年生 90名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 18日 12月 7日 

1日目 2日目 
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４．公共交通マップ 

（１）パーク＆ライドの紹介、市内のお出かけ先、公民館や図書館などが記載されたマップを、自治会に加

入している全世帯へと配付した。 
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５．広報活動 

（１）実施内容 

東温市の広報に、みんなの公共交通を考える会の活動報告、パーク＆ライドの案内等、公共交通に

関する情報を掲載した。また、令和 3年度から、インスタグラム等の SNSに積極的に発信し、様々な

層へと幅広く情報提供している。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月号 7月号 

路線バス親子体験教室 みんなの公共交通を考える会 

活動報告 

SNS での情報発信 
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目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

地域検討組織の立ち上げ数

目標：5組織

地域検討組織を立ち上げ、住
民が主体となり、自身の移動
手段について検討する。

市が立上数を把握 結果:１組織
1組織の立ち上げとなった。

地域の課題に関して、公共交通の必要性を考えてい
く。地域全体の課題であるという意識を醸成してい
く。

公共交通に係る乗り方教室
への参加者数
目標：1,000名（延べ）

公共交通に係る乗り方教室等
を実施する。

市が参加者数を把
握

結果：238名（延べ）
R5:147名
R4:56名
R3:35名
コロナ禍が明けて参加人数を制限する必
要はなくなったが、事業数の不足により
参加人数が増加していない。

参加者数の増加を図るため、体験教室の実施回数、
新たな体験教室についても導入を検討していきた
い。

転入者へのモビリティ・マ
ネジメントの実施世帯数
目標：全世帯

転入者へのモビリティ・マネ
ジメントを実施する。

市がモビリティ・
マネジメントの実
施世帯数を把握

結果：全世帯
仕様刷新後の3/8以降は転入者全員への
配布が可能となった。

仕様を刷新後は転入者全員に配布が可能となった。
今後も継続して転入者へ公共交通利用への意識づけ
を行う。

公共交通を使ったツアーや
スタンプラリーへの参加者
数
目標：1,000名（延べ）

公共交通を使ったツアーやス
タンプラリーを実施する。

市が参加者数を把
握

実績：277名（延べ）
市の事業は令和６年度に実施予定。
民間団体（みんなの公共交通を考える
会）によって、ツアー事業を実施いただ
いた。

本年度、市の事業としてスタンプラリーを実施す
る。
スタンプラリーを年2回実施し、公共交通の新規利
用者増加を促していきたい。

市民一人当たりの鉄道の年
間利用回数
目標：58.0回/年

市民一人当たりの鉄道の利用
を促す。

事業者への聞き取りに
より利用者数を把握

結果：53.3回/年
目標は未達成だが、令和2年～5年と増加
傾向にある。

令和3年度48.3回/年、令和4年度50.0回/年と、年々利用は
上がってきている。本年度実施する事業にて、バス、タク
シーと併せて利用を促したい。

東温市地域公共交通計画の評価等結果（令和５年４月～令和６年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

1 ページ
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目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

東温市地域公共交通計画の評価等結果（令和５年４月～令和６年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

地域間幹線系統「川内線」
の収支差
目標：▲8,973千円/年より
改善

パーク＆ライド駐車場やサイクル
＆ライド駐輪場を整備し、様々な
モードからの乗り継ぎ利用を図
る。

事業者算出の収支差か
ら東温市分を走行距離
により按分し算定

結果：▲8,470千円/年
令和4年度と同様に燃料価格の高騰があ
るものの、利用者数増加により目標値を
上回った。

利用者数は令和4年度と比較して増加している。今
後も、パーク＆ライド駐車場の利用推進に加え、市
やその他の事業と合わせた外出プランの提案等によ
り、幹線の維持に努めたい。

(R4.10～R5.9)

幹線沿線におけるパーク＆
ライド駐車場ののべ利用台
数
目標：540台/年

パーク＆ライド駐車場の整備
や増設を行い、また、市民へ
広く周知する。

パーク＆ライド駐車場
ののべ利用台数を随時
計測

結果：261台
南方の利用は好調。
本庁、支所の利用頻度が低い。
横河原は利用頻度、認知度ともに低い。

本庁の土日の利用、横河原の利用が少ない。リーフ
レットや広報誌、ＳＮＳ等を有効に活用して、認知
度を高めていきたい。

山間部における利用者一人
当たりの収支差
目標：▲970円/人より
改善

住民へ利用を促す。
地域住民と、現行のダイヤや
移動手段について協議する。

交通事業者から
データの提供を受
け算定

結果：▲1,229円/人
高齢化に伴う利用者の減少に加え、燃料
の高騰、物価上昇等の影響と考えられ
る。

地域住民に対しての公共交通利用促進及び意識の醸
成を図り、地域の実情に合わせた仕様になるよう、
運行状況等を検討する。

(R4.10～R5.9)

地域内フィーダー系統「河
之内線」の便平均利用者数
目標：3人/便　以上

住民へ河之内線の利用を促
す。

年2回、20日間の乗
降調査を実施

結果：3.4人/便（10月調査）
5月調査時も3.2人/便であり、目標値を
上回った。

地域住民に対しての公共交通利用促進及び意識の醸
成を図り、地域の実情に合わせた仕様になるよう、
運行状況を検討する。

東温市が負担している公共
交通サービスの収支差
目標：▲50,846千円/年より
改善

東温市が実施する事業の効率
性を高める。

東温市の移動手段
確保に係る公的負
担額

結果：▲56,467千円/年
令和4年度に対し、収益は増加しているもの
の、費用も増加しており、収支差は改善され
ていない。
乗合タクシーにおいて、乗合率、利用状況と
もにコロナ以前まで回復した。

人件費の増加や燃料の高騰、物価上昇による費用の
増加について、更なる利用者数の向上に努め、改善
していきたい。今後は、住民の意向を十分に聴取の
上、仕様の変更も検討したい。 (R4.10～R5.9)

東温市の移動手段確保に係
る公費負担額
目標：25,596千円　以下

東温市が実施する事業の効率
性を高める。

市の支出額 結果：27,417千円/年
人件費単価の増加に加え、乗合タクシー
の利用増加が顕著であった。

今後も住民意向及び公益性と効率性に配慮した上、
より適切な採算を目指した仕様を検討していく。

2 ページ
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目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

東温市地域公共交通計画の評価等結果（令和５年４月～令和６年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

公共交通ガイドやマップの
配布数
目標：全世帯

公共交通ガイドやマップを配
布する。

公共交通ガイドや
マップの配布数

全世帯
全世帯への配布を達成した。

今後も希望者へ配布を行っていく。

バスロケーションシステム
の表示器の新規設置数
目標：1箇所以上

バスロケーションシステム表
示機等を設置するなど、利用
時の利便性を高める。

バスロケーション
システム表示機の
新規設置数

本年度、川内バスターミナルの現行表示
において、利便性を改良した新しい表示
の導入を行う。

タブレット端末を設置し、現在運用しているスマホ
等で利用できるバスロケを活用できるようにするな
ど、さまざまな手法を検討し、利便性の向上に努め
たい。

（記載に当たっての留意事項）

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
    参考資料として添付して下さい。

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して
    下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

3 ページ



【資料 3】地域内フィーダー系統確保維持に係る地域公共交通計画 
 

1 
 

 

 

 

令和６年６月 日 

 

          （名称）東温市地域公共交通活性化協議会          
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

市役所等の公共施設を直接結ぶ路線バスの運行を確保することで、幹線を補完し、市内 

中心部や交通結節点と集落等を結ぶ山間バス路線を含めた市全体の公共交通ネットワーク 

が強化され、公共交通の利便性向上が図られるため、地域公共交通確保維持事業により、

引き続きその運行を維持していく必要がある。 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

本計画どおり地域内フィーダー系統を運行することで、市民の生活に欠かすことができ 

ないおでかけ手段を確保し、路線バス利用者の増加を図る。また、交通結節点における幹 

線交通（伊予鉄道横河原線、地域間幹線系統「川内線」等）との円滑な接続を確保し、利 

便性の高い公共交通を目指す。 

※河之内線の１便あたり利用者数：目標 3人以上 

※河之内線の利用者一人当たりの収支差：▲ 970 円 

※河之内線の公的負担額：3,437 千円 

 

（２）事業の効果 

 

山間部からのおでかけ手段の確保及び公共交通の利便性向上により、路線バス利用者が 

増加することで、公共交通の必要性が高まり、「利用者減→サービス低下→利用者減」とい 

う負の連鎖から脱却し、さらなるサービス向上につなげていくことができる。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

定期的な乗降調査を実施し、路線ごとの利用者の把握に努める。また、自治会等と連携 

し、情報共有をすることで住民のニーズを抑え利用促進を図ると共に、P＆Rのパンフレッ

トや公共交通マップ、広報紙への掲載、SNS 等を活用して周知していく。 

実施主体：伊予鉄バス株式会社、各自治会、東温市 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
 

 表 1 を添付。 
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５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

  地域公共交通確保維持事業によって運行維持を図る河之内線については、その

運行に係る経費総額のうち、東温市から運行事業者に対する補助金額については、

運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとして

いる。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

・年２回（期間は１回あたり２週間）の乗降調査 

・伊予鉄バス株式会社による実績報告を基に算出 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 表５を添付。 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよう

とする場合のみ】 

 ※該当なし 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようと

する場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

（２）事業の効果 

※該当なし 
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13.車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車

両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

（２）事業の効果 

※該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

18．協議会の開催状況と主な議論 

令和６年６月２８日（第 1 回） 地域内公共交通計画の検討・協議 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

協議会に住民・利用者の代表として、７名（区長会・老人クラブ連合会・婦人会・ＰＴ

Ａ連合会・社会福祉協議会・市民の代表）の委員が参画している。 

路線の見直しに際しては、協議会での協議に加え、沿線地域でのアンケート調査や住民意

見交換会を実施し、住民・利用者の意見集約に努めている。 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 愛媛県東温市見奈良５３０番地１               

（所 属） 東温市産業建設部都市整備課               

（氏 名） 坂本 雄亮                

（電 話） ０８９－９６４―４４１２          

（e-mail） y-sakamoto@city.toon.lg.jp          

 

 

 



【資料 3】地域内フィーダー系統確保維持に係る地域公共交通計画 
 

4 
 

 

 

 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 7年度

起点 経由地 終点 運行態様の別

基準ハで
該当する
要件
（別表７・

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

東温市

伊予鉄バス（株） (1) 河之内線

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

③
復13.3ｋｍ

(2)

729
路線定期
運行

②（１）
横河原駅前バス停
乗り換えに配慮した
ダイヤ設定

白猪
滝口

横河原
駅前

東温市
役所

往13.3ｋｍ
243

復　　　ｋｍ

(3)

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

(5)

(4)

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回
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白猪滝口バス停

東温市役所バス停

横河原駅前

川内バス停

表１ 運行予定系統図

＜運行予定系統＞

・ ・ ・ 河之内線

＜運行日＞

平日（ 土日祝年末年始運休）

＜運行本数＞

白猪滝口→東温市役所： ３ 本

東温市役所→白猪滝口： ３ 本
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送サー

ビス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

東温市地域公共交通計画 令和3年9月30日

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に
記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当しな
い地区の人口を記載すること。

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要綱
別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通不
便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計（重
複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律
（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名等
を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場合に
は、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と記
載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運輸局
長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定年月日及び
特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

2,157 旧三内村 山村振興法

市区町村名 東温市

人　口

人口集中地区以外 22,681

交通不便地域等 2,157

人　口 対象地区 根拠法
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白猪滝口バス停

東温市役所バス停

横河原駅前バス停

川内バス停

・・・河之内線

＜運行予定系統＞

・・・振興山村（旧三内村）

・・・人口集中地区

表５（２）添付書類

8



　表１河之内線運行ダイヤ
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ダイヤ 全日数 365

平日 月曜 52

火曜 53

水曜 52

木曜 52

金曜 52

土日 土曜 52

日曜 52

祝日・振替 4 1 4 5 1 3 18

年末年始 0 6 0 0 0 0 6

42 39 38 41 43 40

10/1(火) ● 12/1(日) 日 2/1(土) 土 4/1(火) ● 6/1(日) 日 8/1(金) ●

10/2(水) ● 12/2(月) ● 2/2(日) 日 4/2(水) ● 6/2(月) ● 8/2(土) 土

10/3(木) ● 12/3(火) ● 2/3(月) ● 4/3(木) ● 6/3(火) ● 8/3(日) 日

10/4(金) ● 12/4(水) ● 2/4(火) ● 4/4(金) ● 6/4(水) ● 8/4(月) ●

10/5(土) 土 12/5(木) ● 2/5(水) ● 4/5(土) 土 6/5(木) ● 8/5(火) ●

10/6(日) 日 12/6(金) ● 2/6(木) ● 4/6(日) 日 6/6(金) ● 8/6(水) ●

10/7(月) ● 12/7(土) 土 2/7(金) ● 4/7(月) ● 6/7(土) 土 8/7(木) ●

10/8(火) ● 12/8(日) 日 2/8(土) 土 4/8(火) ● 6/8(日) 日 8/8(金) ●

10/9(水) ● 12/9(月) ● 2/9(日) 日 4/9(水) ● 6/9(月) ● 8/9(土) 土

10/10(木) ● 12/10(火) ● 2/10(月) ● 4/10(木) ● 6/10(火) ● 8/10(日) 日

10/11(金) ● 12/11(水) ● 2/11(火) 祝 4/11(金) ● 6/11(水) ● 8/11(月) 祝

10/12(土) 土 12/12(木) ● 2/12(水) ● 4/12(土) 土 6/12(木) ● 8/12(火) ●

10/13(日) 日 12/13(金) ● 2/13(木) ● 4/13(日) 日 6/13(金) ● 8/13(水) ●

10/14(月) 祝 12/14(土) 土 2/14(金) ● 4/14(月) ● 6/14(土) 土 8/14(木) ●

10/15(火) ● 12/15(日) 日 2/15(土) 土 4/15(火) ● 6/15(日) 日 8/15(金) ●

10/16(水) ● 12/16(月) ● 2/16(日) 日 4/16(水) ● 6/16(月) ● 8/16(土) 土

10/17(木) ● 12/17(火) ● 2/17(月) ● 4/17(木) ● 6/17(火) ● 8/17(日) 日

10/18(金) ● 12/18(水) ● 2/18(火) ● 4/18(金) ● 6/18(水) ● 8/18(月) ●

10/19(土) 土 12/19(木) ● 2/19(水) ● 4/19(土) 土 6/19(木) ● 8/19(火) ●

10/20(日) 日 12/20(金) ● 2/20(木) ● 4/20(日) 日 6/20(金) ● 8/20(水) ●

10/21(月) ● 12/21(土) 土 2/21(金) ● 4/21(月) ● 6/21(土) 土 8/21(木) ●

10/22(火) ● 12/22(日) 日 2/22(土) 土 4/22(火) ● 6/22(日) 日 8/22(金) ●

10/23(水) ● 12/23(月) ● 2/23(日) 祝 4/23(水) ● 6/23(月) ● 8/23(土) 土

10/24(木) ● 12/24(火) ● 2/24(月) 祝替 4/24(木) ● 6/24(火) ● 8/24(日) 日

10/25(金) ● 12/25(水) ● 2/25(火) ● 4/25(金) ● 6/25(水) ● 8/25(月) ●

10/26(土) 土 12/26(木) ● 2/26(水) ● 4/26(土) 土 6/26(木) ● 8/26(火) ●

10/27(日) 日 12/27(金) ● 2/27(木) ● 4/27(日) 日 6/27(金) ● 8/27(水) ●

10/28(月) ● 12/28(土) 土 2/28(金) ● 4/28(月) ● 6/28(土) 土 8/28(木) ●

10/29(火) ● 12/29(日) 年末 3/1(土) 土 4/29(火) 祝 6/29(日) 日 8/29(金) ●

10/30(水) ● 12/30(月) 年末 3/2(日) 日 4/30(水) ● 6/30(月) ● 8/30(土) 土

10/31(木) ● 12/31(火) 年末 3/3(月) ● 5/1(木) ● 7/1(火) ● 8/31(日) 日

11/1(金) ● 1/1(水) 年始 3/4(火) ● 5/2(金) ● 7/2(水) ● 9/1(月) ●

11/2(土) 土 1/2(木) 年始 3/5(水) ● 5/3(土) 祝 7/3(木) ● 9/2(火) ●

11/3(日) 祝 1/3(金) 年始 3/6(木) ● 5/4(日) 祝 7/4(金) ● 9/3(水) ●

11/4(月) 祝替 1/4(土) 土 3/7(金) ● 5/5(月) 祝 7/5(土) 土 9/4(木) ●

11/5(火) ● 1/5(日) 日 3/8(土) 土 5/6(火) 祝替 7/6(日) 日 9/5(金) ●

11/6(水) ● 1/6(月) ● 3/9(日) 日 5/7(水) ● 7/7(月) ● 9/6(土) 土

11/7(木) ● 1/7(火) ● 3/10(月) ● 5/8(木) ● 7/8(火) ● 9/7(日) 日

11/8(金) ● 1/8(水) ● 3/11(火) ● 5/9(金) ● 7/9(水) ● 9/8(月) ●

11/9(土) 土 1/9(木) ● 3/12(水) ● 5/10(土) 土 7/10(木) ● 9/9(火) ●

11/10(日) 日 1/10(金) ● 3/13(木) ● 5/11(日) 日 7/11(金) ● 9/10(水) ●

11/11(月) ● 1/11(土) 土 3/14(金) ● 5/12(月) ● 7/12(土) 土 9/11(木) ●

11/12(火) ● 1/12(日) 日 3/15(土) 土 5/13(火) ● 7/13(日) 日 9/12(金) ●

11/13(水) ● 1/13(月) 祝 3/16(日) 日 5/14(水) ● 7/14(月) ● 9/13(土) 土

11/14(木) ● 1/14(火) ● 3/17(月) ● 5/15(木) ● 7/15(火) ● 9/14(日) 日

11/15(金) ● 1/15(水) ● 3/18(火) ● 5/16(金) ● 7/16(水) ● 9/15(月) 祝

11/16(土) 土 1/16(木) ● 3/19(水) ● 5/17(土) 土 7/17(木) ● 9/16(火) ●

11/17(日) 日 1/17(金) ● 3/20(木) 祝 5/18(日) 日 7/18(金) ● 9/17(水) ●

11/18(月) ● 1/18(土) 土 3/21(金) ● 5/19(月) ● 7/19(土) 土 9/18(木) ●

11/19(火) ● 1/19(日) 日 3/22(土) 土 5/20(火) ● 7/20(日) 日 9/19(金) ●

11/20(水) ● 1/20(月) ● 3/23(日) 日 5/21(水) ● 7/21(月) 祝 9/20(土) 土

11/21(木) ● 1/21(火) ● 3/24(月) ● 5/22(木) ● 7/22(火) ● 9/21(日) 日

11/22(金) ● 1/22(水) ● 3/25(火) ● 5/23(金) ● 7/23(水) ● 9/22(月) ●

11/23(土) 祝 1/23(木) ● 3/26(水) ● 5/24(土) 土 7/24(木) ● 9/23(火) 祝

11/24(日) 日 1/24(金) ● 3/27(木) ● 5/25(日) 日 7/25(金) ● 9/24(水) ●

11/25(月) ● 1/25(土) 土 3/28(金) ● 5/26(月) ● 7/26(土) 土 9/25(木) ●

11/26(火) ● 1/26(日) 日 3/29(土) 土 5/27(火) ● 7/27(日) 日 9/26(金) ●

11/27(水) ● 1/27(月) ● 3/30(日) 日 5/28(水) ● 7/28(月) ● 9/27(土) 土

11/28(木) ● 1/28(火) ● 3/31(月) ● 5/29(木) ● 7/29(火) ● 9/28(日) 日

11/29(金) ● 1/29(水) ● ** 5/30(金) ● 7/30(水) ● 9/29(月) ●

11/30(土) 土 1/30(木) ● ** 5/31(土) 土 7/31(木) ● 9/30(火) ●

** 1/31(金) ● ** ** ** **

終期

令和７年度　令和６年１０月～７年９月

運行日数 243

上記
内数

2024/10/1

2025/9/30

始期
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東温市地域公共交通計画の記載内容一覧 

（要綱第 17 条第 1項に規定される記載事項） 

 

 

１．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の地域の公共交通

における位置づけ・役割 

 

本編計画：３２，３３，３４頁に記載 

 

２．前号を踏まえた地域公共交通確保維持事業の必要性 

 

本編計画：３３，３４，３５頁に記載 

 

 

３．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統に係る事業及び実

施主体の概要 

 

本編計画：４３～４７頁に記載 

 

４．地域公共交通区域の区域内全体における地域旅客運送サービスの利用者の数、収支、

費用に係る国又は地方公共団体の支出の額その他の定量的な目標・効果及びその評価

手法 

 

本編計画：３６，３７，４３～４７頁に記載 

 



【資料４】

1.歳入 （単位：円）

款 項 目

1.負担金 0 550      ▲550

1.負担金 0 550      ▲550

1.負担金 0 550      ▲550 振込手数料

2.補助金 3,000,000 2,672,000 328,000

1.補助金 3,000,000 2,672,000 328,000

1.補助金 3,000,000 2,672,000 328,000 国庫補助金

3.繰越金 0 0 0

1.繰越金 0 0 0

1.繰越金 0 0 0

4.諸収入 0 0 0

1.諸収入 0 0 0

1.雑　入 0 0 0

3,000,000 2,672,550 327,450

2.歳出 （単位：円）

款 項 目

1.運営費 0 0 0

1.会議費 0 0 0

1.会議費 0 0 0

2.事務費 0 0 0

1.事務費 0 0 0

2.事業費 3,000,000 2,672,550 327,450

1.事業費 3,000,000 2,672,550 327,450

1.事業費 3,000,000 2,672,550 327,450
フィーダー系統補助金（河之内
線）、振込手数料

3.予備費 0 0 0

1.予備費 0 0 0

1.予備費 0 0 0

3,000,000 2,672,550 327,450

令和5年度　東温市地域公共交通活性化協議会　歳入歳出決算

科　目
予算額 収入額 差引額 摘　　要

摘　　要

歳出合計

歳入合計

科　目
予算額 支出額 差引額



 

【 資料５ 】  
 
 
 
 
 
 

 

地域公共交通利用促進事業支援業務 

（ スタ ンプラ リ ー）  

業務計画書（ 概要版）  
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１ ．  業務計画 

 

( 1)  企画運営 

狙い 

・ 公共交通利用のきっ かけづく り  

・ 公共交通の利用促進 
 
 
タ ーゲッ ト 層 

普段公共交通を利用し ない層で、 かつスタ ンプラ リ ーの特徴から 以下の２ つを主要タ ーゲッ ト 層と し て

設定する。 また、 東温市地域公共交通計画の事業４ 「 交流人口拡大に向けた取組の推進」 に挙げら れてい

る取組。 評価指標と し ても「 公共交通を使っ たツアーやスタ ンプラ リ ーへの参加者数」 と し て、 現在「 東温

みんなの公共交通を考える会」 が実施し ている路線バスツアー参加者数を維持し つつ、 スタ ンプラ リ ーを

加えてのべ 1, 000 人になるよう 目標が設定さ れている。 し たがっ て、 タ ーゲッ ト については、 市民だけで

なく 、 松山都市圏から の来訪者も 含める。  
 

【 メ イ ンタ ーゲッ ト 】 東温市内の小学生と その保護者（ 長期休暇内の参加を想定。 子ども をき っかけに参

加し 、 休日の利用や保護者への波及効果を狙う ）  

 ※1 年生は、 みきゃんアプリ 「 小１ パスポート （ 土日祝の伊予鉄電車・ バスが無料）」 が利用可能 
 
【 サブタ ーゲッ ト 】 市内外の元気な高齢者（ 平日の日中にも 参加し やすい。 免許返納後の移動手段と し て

公共交通を知り 、 乗る経験をするこ と により スムーズな移行を狙う ）  
 
 
参加条件 

・ 特に定めない。（ 居住地、 年齢等の制限なし ）  
 
 
実施期間 

前期： 令和 6 年 7 月 13 日（ 土） ～令和 6 年 9 月 8 日（ 日） 応募締切 9 月 24 日（ 火） 消印有効 

後期： 令和 6 年 11 月 16 日（ 土） ～令和 7 年 1 月 13 日（ 月祝） 応募締切 1 月 31 日（ 金） 消印有効 
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スタ ンプラ リ ーのルール 

・ 下記の A または B により ポイ ント を収集。 組み合わせにより 、 最大 10 ポイント 程度と する。  

・ 前期または後期で 1 人 1 回限り の応募し 、 複数応募の場合は無効と する。  

・ 応募は期限内に郵送（ 切手代は応募者負担） または市役所都市整備課への提出と する。  

（ 応募台紙を手元に残し たい場合は、 都市整備課へ提出の上、 コ ピーをと っ てから 原本に応募済みの印を

押し て返却する）  
 

 

A： 公共交通機関を利用し た際に、 車内または駅構内でシールを収集し 、 台紙に貼り 付ける。  

・ 公共交通機関の種類別（ バス路線は路線別） にシールを作成する。  

・ シール１ 種で 1 ポイント と する。（ シール６ 種を作成する場合は最大６ ポイント 取得可能と なる。）  

・ 前期と 後期は異なるデザイ ンと し 、 それぞれの実施期間でのみ有効と する。  
 
＜対象と なる公共交通機関 ※前期後期共通＞ 

対象 シールの取得方法 

伊予鉄バス 

【 シールは下記４ 種】  

①川内線、②山間路線（ 河之内線、滑川線、松瀬

川線、 井内線）、 ③森松横河原線、 ④梅本ループ 

対象の路線バス車内において、 参加者が運転士に声を

かけてシールをも ら う 。  

伊予鉄道 

【 シールは１ 種】  

横河原駅、 愛媛大医学部南口駅、 見奈良駅、 田

窪駅、 牛渕団地前駅、 梅本駅 

対象駅の窓口で参加者が係員に声を かけてシールを

も ら う 。 ただし 、 窓口の営業時間に限る。  

（ 営業時間でも 短期間不在になる時間がある こ と に

注意。）  

タ ク シー 

【 シールは 1 種】  

東温タ ク シー、 川上タ ク シー、 見奈良タ ク シー 

タ ク シー車内において、 参加者が運転士に声をかけて

シールをも ら う 。  

  
 
B： 公共交通機関に関連する場所にク イズを掲出する 

・ 駅・ バス停の他、 公共交通に関係する集客施設を想定。  

・ 問題 1 問正解で 1 ポイント と する。 4 問程度作成する。  

・ 前期と 後期は異なる問題と し 、 それぞれの実施期間でのみ有効と する。  
 

( 2)  賞品の選定及び購入 

・ 市と 協議の上、 条件と 賞品を決定する。  

・ 抽選、 当選者への連絡および賞品の贈呈は市が行う 。  

 条件案 当選人数 予算単価 賞品案 

Ａ 賞 8 ポ イ ン

ト  

各期３ 名・ 計６ 名 ３ 万円程度 指定の旅行券から 1 つ当選者が選ぶ。  

Ｂ 賞 5 ポ イ ン

ト 程度 

各期５ 名・ 計１ ０ 名 １ 万円程度 東温市特産品（ 1 万円相当）  

 

Ｃ 賞 3 ポ イ ン

ト 程度 

各期１ ０ 名・ 計２ ０ 名 ３ 千円程度 東温市特産品（ 3 千円相当）  

 

 

( 3)  効果測定 

 応募状況及び応募用紙の下記項目等を用いて集計分析を行う 。  

・ 応募数 

・ 集めたシール、 回答し たク イズの種類と 数 

・ 住所 
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・ 年齢（ 年代）、 同行者【 提案： アンケート 】  

・ スタ ンプラ リ ーで利用し た公共交通と 回数【 提案： アンケート 】  

・ 普段の公共交通利用状況【 提案： アンケート 】  

・ 今後の公共交通利用意向【 提案： アンケート 】  

・ スタ ンプラ リ ー、 公共交通に対する感想、 意見【 提案： アンケート 】  









1
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建築用地 約342ha

田・森林 約1,512ha

建築用地 約765ha

田・森林 約1,090ha

（３）総人口の人口密度の推移（2020→2040） （４）土地利用の変遷
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（５）公共交通のカバー率 （６）公共交通の年間乗員数推移

資料：伊予鉄道株式会社

資料：伊予鉄道株式会社
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（７）市民アンケート結果



図 定住化促進のための取組・施策

6

２）これからのまちづくり

①

②

図 東温市のめざすべき将来像
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（８）居住誘導区域とは



8

（９）立地適正化計画における位置づけ
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運行見直しによる郊外拠点までの基幹公共交通の充実
郊外拠点からの多様な主体によるラストワンマイル・モビリティの充実

【都市計画】

【公共交通】

都市計画と地域公共交通計画との連携（例）

・公共交通の利用を促すため、公共交通分担率の良い徒歩圏内への居住を誘導

・交通結節点への機能集積による利便性の高いまちづくりの推進

・地域拠点とのネットワーク強化による持続可能な基幹公共交通の運行と拠点整備

・パーク＆ライド等による交通分担率の変容

都市機能誘導による駅、バス停周辺への利便施設の集積
乗継機能の強化による利便性の向上

高齢者の⾧距離運転から地域内運転＋公共交通へ

公共交通利便地域への居住誘導（公共交通分担率の向上）

・人口減少対策（移住・定住に関する施策）

土地利用の高度化（産業用地、空き家・空き店舗の利活用）
【そ の 他】
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